
 

 

「アートの魅力でまちづくり」～アーティスト紹介コーナー～ 

不衒窯（ふげんがま） 代表 杉本紀一郎さん（陶芸家） 

  

 今回ご紹介する陶芸家で不衒窯代表の杉本 紀一郎さんは大仙市角間川町のご出身。明治大学文学部 

卒業後、大手ゼネコンの営業所長を務めながら全国を周り、その後陶芸の道を志されました。今や工房 

に通う生徒さんへの指導や市内各小学校での陶芸教室等、作陶の素晴らしさを伝えるため日夜活動され 

ております。 

杉本さんのこだわりは『秋田の風土が持つ豊かさ・優しさ・素朴さ等を器に表現すること』であり、 

作品にはぬくもりと温かさが表現されております。 

「普段材料として使用している“秋田こまちの籾殻”は、地元の方が『好きなだけ持ってっていーど』

ってお話しされ、心優しい方々に恵まれ自分は幸せ者です。最近、地元秋田杉の“灰”が欲しくて、秋

田製材協同組合から大量にいただいたんです。どんな仕上がりになるか楽しみでしょうがない。」と満

面の笑みで語る横顔からは、ものづくりに対するこだわりと信念が感じられました。 

「最近ハマっているのは“バリコロ焼き”。何件も食べ歩きましたよ。」と誇らしげに語って下さり、

大張野豚を贈答用としてお弟子さんや日頃お世話になっている方へ送られるそうです。杉本さんは河辺

雄和の歩く広告塔のようです。 

『芸術の里かわべゆうわ」プロジェクトにも大いに賛同いただいており、「子供から大人まで多くの

方々に気軽に工房に遊びに来て欲しいですね。」と語っておられました。ぜひともあなたも不衒窯で世

界に一つだけのオリジナル作品を作ってみませんか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“不衒窯”の道しるべ看板前でにっこり 

作陶に没頭する杉本さん 


